
“報告の内容”

• なぜ，地域移行・地域生活なのか

•全国の素晴らしい実践（Good Practices事例）の経験から

•効果的な支援モデルの提案

• まとめ（研究の今後と自立支援協議会に期待したいこと）



“IPSを例に”

1. 競争的雇用に焦点が当てられている

2. 仕事探しをいつ始めるかはクライエントの選択に基づいている

3. リハビリテーションと精神保健サービスの統合

4. クライエントの好みを尊重する

5. 個別の経済的カウンセリング

6. 迅速な職探し

7. 系統的な職場開拓

8. 無期限の個別支援



RCTを用いた19研究の結果，

従来型就労支援と比べて2.4

倍の就労率を達成しているこ

とが明らかになった

JIPSA（2021閲覧）



“IPSのフィデリティ尺度（プログラムの忠実度を測定）（１）”

国立精神・神経医療研究センター（2021参照）

１



“IPSのフィデリティ尺度（プログラムの忠実度を測定）（２）”



“（改めて）わたしの研究方法論”

プログラム理論・エビデンス・実践間の円環的対話による効果的プロ

グラムモデル形成のためのアプローチ法：CD-TEP法）

大島ら（2019）

実践家参画型のプログラム評価
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“インパクト理論（アウトカム・成果の流れ図）”

利用者本人の変化

家族の変化

効
果
的P

G

モ
デ
ル 地域（社会）環境の変化

本人の地域移行に対して

前向きな認識になる

施設を出て自立した生

活をしようと思える

地域住民が知的障害者の地域生活について前向きな認識をもつ

知的障害者の地域生活

を支える資源が整う

地域移行に関する家族

の認識が一致する

入所施設などが知的障害者の地域生活を支える

バックアップ的役割を担うようになる

地域移行に向けできるこ

とが増え，自信がつく

本人の地域生活をサ

ポートするようになる

施設からの地域移行（本人が望

む地域生活をスタートできる）


